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生活衛生関係営業の景況、持ち直しの動きが続くものの改善幅は小幅にとどまる 

 日本公庫「生活衛生関係営業の景気動向等調査（2014 年７～９月期）」より 

ニュースリリース 

【調査結果のポイント】 
 

○売上、採算、業況判断ＤＩはいずれも６期連続で前年同期を上回るもののＤＩ 

の上昇幅（前年同期比）は縮小 

国民の日常生活に密接に関係した生活衛生関係営業（注）の 2014 年７～９月期の売

上、採算、業況判断の各ＤＩは▲16.7、▲4.4、▲16.0 となり、前年同期に対してそ

れぞれ 3.3 ポイント、3.0 ポイント、0.7 ポイント上回りました。生活衛生関係営業

の景況は、持ち直しの動きが続いているものの、改善幅は小幅にとどまっています。 

業種別にみると美容業、理容業、食肉・食鳥肉販売業の３業種で、業況判断ＤＩが

前年同期を上回りました。 

また、来期（2014 年 10～12 月期）の売上、業況判断ＤＩ見通しは▲12.5、▲14.5

と、今期に比べそれぞれ 4.2 ポイント、1.5 ポイントの上昇を見込んでいます。 
 

（注）生活衛生関係営業とは、厚生労働省が所管する法律「生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関する

法律」で規定する飲食業、理・美容業、クリーニング業、ホテル・旅館業など 18 の営業をいう。 
 

＜特徴的な業況判断理由＞ 

・消費税引き上げの影響か、４・５月はあまり良くなかったが、その反動もありかな

り好転した。前期と比べて商品の売上が増えていることもあり、景気が少し良くな

っているように思われる（理容店、香川県） 

・消費税アップの影響から脱し、客単価も上昇に転じて比較的順調に推移している（食

肉販売業、熊本県） 

・円安が続く状況は業界にもプラスの影響を与え、訪日外国人の増加により宿泊客数

が多くなっている（ホテル・旅館業、大阪府） 

・消費税引き上げに少しは慣れたようで、いつもどおりの周期で来店してくれている

と思う（美容業、秋田県） 

・客数・客単価ともに悪くないが、当期の後半は悪天候が続いたため、伸びなかった

（そば・うどん店、三重県） 

・当期は雨の日が続き、集客が非常に難しかった（社交業、島根県） 

＜お問い合わせ先＞ 
日本政策金融公庫 国民生活事業本部 生活衛生融資部  
生活衛生情報支援グループ 担当：野俣、谷藤 TEL 03-3270-1653 

 

※調査の全文につきましては、こちらをご覧ください。 

http://www.jfc.go.jp/n/findings/seikatu_kekka_m_index.html


＜調査概要＞ 

 生活衛生関係営業の景気動向等調査は、全国の生活衛生関係営業の主な業種について、その景気や

設備投資の動向などを把握するため、定期的に（年４回）実施しているものです。 

調 査 時 点 2014 年９月上旬    

調 査 方 法 郵送調査    

調 査 対 象 生活衛生関係営業 3,220 企業    

有効回答企業数 3,008 企業（回答率 93.4％）    

（業種内訳）  飲食業 1,436 企業  映画館 53 企業 

 食肉・食鳥肉販売業 151 企業  ホテル・旅館業 165 企業 

 氷雪販売業 56 企業  公衆浴場業 110 企業 

 理容業 365 企業  クリーニング業 241 企業 

 美容業 431 企業    

 

参考１ 売上ＤＩの推移 

 
 

参考２ 採算ＤＩの推移 

 

 

98年10～12月

▲ 60.5

14年4～6月

▲14.6

▲16.7

▲ 80

▲ 70

▲ 60

▲ 50

▲ 40

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

9 7┘└9 8┘└9 9┘└0 0┘└0 1┘└0 2┘└0 3┘└0 4┘└0 5┘└0 6┘└0 7┘└0 8┘└  0 9┘└  1 0┘└  1 1┘└  1 2┘└1 3┘└1 4

(DI)

(注）1 売上DI＝前年同期比｢増加｣企業割合－｢減少｣企業割合

2 点線は4期間移動平均。四角囲いは近年の最低値及び最高値
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参考３ 業況判断ＤＩの推移 

 

 

参考４ 売上、採算、業況判断ＤＩの今期ＤＩと前年同期実績との差 

業種 売上ＤＩ 

（前年同期実績との差） 

採算ＤＩ 

（同左） 

業況判断ＤＩ 

（同左） 

飲食業 ▲15.0 （＋4.5） ▲7.2 （＋5.6） ▲16.2 （▲0.5） 

美容業 ▲16.0 （＋1.5） 3.5 （＋4.5） ▲11.6 （＋5.6） 

理容業 ▲25.6 （＋6.1） 0.0 （＋3.4） ▲16.2 （＋4.7） 

クリーニング業 ▲27.0 （＋7.6） ▲16.6 （＋0.5） ▲48.5 （▲1.4） 

ホテル・旅館業 ▲4.2 （▲7.4） 3.6 （▲0.2） 6.7 （▲4.1） 

食肉・食鳥肉販売業 ▲1.3 （＋6.2） ▲2.6 （▲4.9） ▲7.9 （＋12.4） 

公衆浴場業 ▲19.1 （＋11.2） ▲25.5 （▲13.6） ▲23.6 （▲5.3） 

氷雪販売業 ▲35.7 （▲33.9） 21.4 （▲15.0） 7.1 （▲31.1） 

映画館 ▲17.0 （▲14.9） 17.0 （＋6.6） 0.0 （▲4.2） 

生活衛生関係営業全体 ▲16.7 （＋3.3） ▲4.4 （＋3.0） ▲16.0 （＋0.7） 

 

 

参考５ 最近２年間の売上、採算、業況判断ＤＩの前年同期実績との差の推移 

 2012 年 2013 年 2014 年 

7～9月 10～12 月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12 月 1～3月 4～6月 7～9月 

売上ＤＩ ▲3.1 ▲6.7 ▲1.9 ＋17.3 ＋20.3 ＋16.8 ＋16.4 ＋8.1 ＋3.3 

採算ＤＩ ▲5.7 ▲4.1 ▲8.4 ＋15.6 ＋17.5 ＋12.6 ＋19.3 ＋4.1 ＋3.0 

業況判断ＤＩ ＋0.6 ＋2.2 ▲2.2 ＋7.8 ＋13.1 ＋8.7 ＋19.8 ＋2.4 ＋0.7 
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（注）1 業況DI＝前期比｢好転｣企業割合－｢悪化｣企業割合

2 点線は4期間移動平均。四角囲いは近年の最低値及び最高値


